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伝統 とその 変容

大東亜戦争 の 経過 と反省

福　永　安　祥
’

一．日本の 戦争構想

　 1．国家意思の 決定

　 2．軍事参議院

　 3．総長 の 作戦計画

　 4 ．戦争終末促進腹案

二 ．戦争の 段階的展開

　 1．第
一

段作戦

　 2 ．第二 段作戦

　　（1）サ ン ゴ海々 戦　  ミ ッ ドウ ェ
ー
海戦　（3）ガ ダ ル カ ナ ル 島

一基地争奪戦

　 3．第三 段作戦

　　（1）あ号作戦

　 4．捷
一

号作戦

　　（1）台湾沖航空戦　（2）フ ィ リピ ン 沖海戦

三 ．日本軍 と ア メ リカ軍

　 1．戦争形態の 変化

　　（1）物理学 の 戦争　（2）国家総力戦　（3）海上護衛戦　（4）戦略爆喜

　 2，米軍作戦の 特徴

　　（1）大戦略の 展開　  主兵の 交代　（3）飛石的跳躍作戦　（4）特別任務部隊 ・ 水陸両用部隊

　　（5＞同時二 方面作戦

　 3． 日本海軍の 特徴

　　（1）伝統 と変容　（2）主兵 の交代　（3）席次 と専門性　（4）指揮官先頭　（5〕潜水艦消ゆ

　　（6）神風 は吹か ず　（7）暗号、哨戒 と偵察　  海軍一家意識

結語

　昭和 18年 12月 10日、陸軍 は12月 1 日、昭和 i8年度臨時徴兵 に よ り、関東以北 の 海軍入隊

者は 、 武山海兵団に入団 した 。
こ の 日 、 早朝、 高輪中学 の 校庭に 集合、 電車で 逗子駅 に 到

り、 そ こ か ら徒歩で 海兵団に 到着 した の は夕刻 5時す ぎ で あ っ たか と思 う 。 翌 日 の 夕刻 、

当直の 教班長が 、 「予定 は 未定 に して 、 屡々 変更 され る こ とが ある 。 明 日 の 日課 、 予 定表

通 り」 と よ ばわ っ た
。

こ れ は
、 大変な と こ ろ に 来た もん だ と思 っ た

。 海軍省人事局が何を

企図 したか 、 新入団者をあ い うえ お順に 、 大学 ・学部 ・学年 ご とに配置して 、 筆者 らの 第

36分隊 は早大 と立教大 の 三 年生 、 親 しい 友人も い るが 、 未知 の 軍 隊生活 に ほん ろうされて 、
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親交を深め る余裕 もな く、 そ れぞれの 專門 コ ース に散 っ て い っ た 。

　爾来 60年、日本 の 国内及び国外 の 諸情勢 は、大 きく変化 して 、
っ い に 、 ア ラ ブの 地域に

新 日本軍が進駐す るま で に 至 っ た 。 新 しい 日本へ の 動 き もあ るが 、 そ の 出発点
一
敗戦の経

過 と事実を もう一度考えて み るべ きで はな い か 。

一，日本の戦争構想

　日本は 、 対
一

国標準
ω

に基づ き、 海軍は米国か英国を 、 陸軍 は露国か支那 （中国）を対

象 と して精緻 な作戦計画 を策定 して きたが 、 全体的な総合的な戦争計画は作成され る こ と

が なか っ た 。 軍令部の 富岡定俊は 「大平洋戦争を顧 み て 、 日本 に は作戦研究 はあ っ たが 、

戦争研究は な か っ た」
（2）

こ とを指摘。 昭和20年 1月20日 、 「帝国陸海軍作戦計画大綱」 を

決定。 陸海軍が共通 の 作戦計画を策定 した の は 、 実に こ れが最初で あ っ た （服部卓四郎、

P748）　と い う。

　昭和 15 （1940）年 7 月以降、大本営陸海軍部の作戦部 は、対米蘭、対英蘭、対米英 作戦

の 限定 した計画を検討 したが 、 結局米英蘭華の 不可分の 関係か ら、 昭和16年 6 月か ら対 4

力 国計画に 移 るこ ととな り、 参謀本部 の 服部卓四郎 に よると、 16年 10月上旬 「対米英蘭華

戦争指導要綱」
 

「戦爭終末促進腹案」を概定 したが、綜合計画は なか っ た とい う。

1．国家意思 の決定

　 1．昭和16年 7月 2 日　御前会議　 「南方要域に 対す る施策を促進す る」 「帝 国 は 、 本

号 目的達成の 為対米英戦を辞せ ず」 と 。 「情勢ノ 推移 二 伴 フ 帝国国策要綱」
ω

を 決定 す る 。

　 2 ．昭和 16年 9 月 6 日　御前会議 「対米 （英蘭）戦争を辞せ ざる決意」 の下 に、「概ね 10

月下旬を 目途 と し、戦争準備を完整す る」。「帝国国策遂行要領」
（5）

を決定す る 。

　 3．昭和16年U 月 5 日　御前会議 「こ の 際対米英蘭戦爭を決意 し」（1）武力発動の時期は 、

12月初頭と定め 、 陸海軍 は戦争準備を完整す る 、 〔2）対米交渉 は別紙要領に よ り進め る
、 （3）

独伊 と の 提携 を強化す る、「帝国国策遂行要領」
（6）

を決定す る 。 こ の 日、会 議 の 結 果、開

戦決意が確認 され 、 作戦準備の 進行が命ぜ られ た 。

　 4．昭和 16年12月 1 日　御前会議 「11月 5 日決定ノ 「帝国国策遂行要領」 二 基 ヅ ク対米

交渉 ハ 遂 二 成立 ス ル ニ 至 ラ ズ」「帝国 ハ 米英蘭 二 対 シ開戦 ス 」 と確定 され 、 昭和 16年 12月
2 日 、 開戦日 （X 日）は 「新高山登 レ 1208」 （暗号電報） と下令され た。

　日米間の 外交々渉 は 、 昭和 16年 4月16日、 野村大使 （海軍大將） とハ ル 国務長官 との 間

に始め られ 、
6 月 22日独 ソ 開戦 、 7 月に 関東軍特別演習 （関特演 と略稱）と国際緊張の 高

ま っ て い くなかで、 7月28日日本軍 は南部仏印 （サ イ ゴ ン ・プ ノ ン ペ ン 方面）に進駐した 。

こ れ は 、 「日独伊三 国同盟 の締結 に つ い で お こ っ た重大な 運命 の
一

石」
 

と い わ れ る 。 米

国は 7月25日在米 日本資産の 凍結、 8 月 1 日 日本に 対する石油全面禁止を実施 した。 陸軍

関係者 は 、 「南部仏印進駐 に よ り、 米英蘭の 対 日全面禁輸を発動 するか 否か の 問題 に関 し

て は 、 確か に
一

般に楽観に過 ぎて 深刻な検討に欠 くる と こ ろが あ っ た」
 

と回想 して い る 。

　石油 の輸 出禁止措置に よ り、 日本帝 国は 、 国家の 運命を決す る最後の 関頭に 立 っ たわ け

で 、   戦争に よ り局面を打開するか 、   米国の主張に屈服す るか 、   臥薪嘗胆 して 將来に

活路を見出すか の 三 つ の 方向
（e）
が考え られた が 、 唯

一
の 道を求あ て 、 11月 5 日 の 御前会議

に お い て 開戦決意が 確定 され た 。 米国 と の戦争 に は 、 不安 もあ り、 海軍部内に は対米開戦

に少な か らざる反対者 もあ っ た 。
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　第 3次近衛内閣 は 、 10月中旬に至 る も和戦の決 をな しえず 、 10月 16日総辞職 、 10月18 日

陸軍大 臣東條英機の 内閣が成立 した 。 東條内閣は 、 天皇 の 内意を うけて 、 国策 の 再検討を

実施 したが、結局、11月 5 日の 御前会議 に お い て 「帝国国策遂行要領」が決定 され 、 対米

英蘭戦争の 開戦が確認 され た 。 開戦日の 決定 は 、 純統帥事項で あ るか ら、
11月 5 日 、 軍令

部総長と参謀総長は 12月 8 日 とする こ とを上奏 ・裁可 をえた 。

2．軍事参議院
 

　軍事参議院は 、 国防用兵に関す る天皇 の諮問機関 、 陸海軍 の 軍事参議官 （古参の 將官）

で 組織され る。 昭和 16年 11月 4 日 、 「帝国国策遂行要領」 の 国防用兵 に 関す る件 に つ き 、

軍事参議官に 対 して 、 開戦の 事由 、 作戦 の 大要 、 作戦 の 見通 し に つ き説明が行われ 、 結論

「適当ナ ル モ ノ ト認 ム 」と承認 、 上奏された 。
こ れをふ ま え て

、
11月 5 日 の 御前会議 とな

り、 開戦が確定 した。

　 1．軍令部総長　 「第
一
段作戦及邀喜作戦 ニ ハ 勝利 ノ算我 二 多 シ ト確信」致 して い る。

第
一

段作戦 は、「在極東敵兵力 ヲ喜滅 シ 西南大平洋要域 ヲ 攻略 ス ル 迄ノ 作戦」 で 、 そ の 成

否は本戦争 の 成否 に 至大の 関係が ある 。 こ れが 適当に実施され ると、 西南大平洋の 戦略拠

点 を確保 し、 長期戦に対応す る態勢を確立 しうる こ ととな る 。 長期戦 とな っ た場合の 見通

しは 、 形而上下 の 各種要素を含む 国家総力の 如何及世界情勢 の 推移如何 に よ っ て 決せ られ

る処大で あ っ て 、 今日に於て数年後 の確算 の有無を 断ずる こ とは困難で ある 。 理論的に は

そ の通 りで あ るが 、 戦局 の 見通 しを もたない ままで 、戦争 を開始 した と こ ろ に 根本問題が

あ る。

　 2。参謀総長　日本陸軍は 51師団を基幹 と し、 総兵力200万人で あ る 。 約15師団は対北

方兵力 と して 満州朝鮮に 、 約24師団は対支兵力 と し て 支那 に あ る 。 南方作戦兵力 として は、

約 11師団を予定 し、 大命
一

下、 隨時行動を発起 しう る態勢 に あ る 。

　南方作戦で 攻略す る範域 は 、 フ ィ リ ピ ン
、 英領馬来、

ビ ル マ
、 蘭領 イ ン ド、 チ モ ール 島

で ある 。 別 に 支那派遣軍 の
一

部を以 て 香港 を攻略す る 。 南方作戦に伴 っ て 、対 ソ 防衛竝対

支作戦 は概ね 現在 の 態勢を堅 持 し之 に よ り北方 に対 して は不敗 の 態勢を堅持 し、 支那に対

して は其 目的の遂行 に支障な い もの と考え て い る。 関東軍が 厳存致すか ぎ り 、 ソ連が進ん

で 積極的に 攻勢を とる様な こ とは其公算極 め て 少な い と存ずる 。

　 3．軍令部総長答弁　 「日本海軍 トシ テ ハ 開戦ニ ケ年 ノ間 ハ 必勝 ノ確信 ヲ有ス ル モ 遺憾

ナ カ ラ各種不明 ノ 原因を含 ム 將来 ノ長キ ニ 亘 ル 戦局 ニ ッ キ テ ハ 予見 シ得 ス 」

　 4．東條陸軍大臣答弁　 「上述軍令部総長 ノ 長期戦 二 於 ケ ル 見透 シ ニ 於テ ニ ケ年後 ノ戦

局 二 於 テ ハ 不明ナ リ トノ点ニ ッ キ補足 セ ン トス 」「吾人 ハ ニ 年後 、 見透 シ 不 明 ナ ル ガ 爲 二

無爲ニ シ テ 自滅二 終ラ ン ヨ リ、 難局 ヲ打開 シ テ將来 ノ 光明 ヲ 求メ ン ト欲ス ル モ ノ ナ リ。
二

年間ニ ハ 南方 ノ要域 ヲ確保 シ 得ヘ ク全力ヲ 尽 シ テ 努力セ ハ 將来戦勝 ノ基 ハ 之 二 因 リ作爲 シ

得 ル ヲ確信 ス 」（結論部分） と。

　 こ れ らの 表現を読む と、統帥部 の 不安 と苦悩 と確信とをみ る こ とが で きるが 、 とくに二

年後問題に つ き檢討 して お きた い
。 昭和17年 3 月 7 日 、 大本営 政府連絡会 議 の 決定 した

「世界情勢判断」
（t’）

は 、 「米英 ハ …先 ッ 其ノ対枢軸戦争指導 ノ 重点 ヲ欧州 二 置 キ相提携 シ テ

該方面 ノ戦局 ヲ有利 二 展開セ シ ム ル ト共 二 対 日反再進攻拠点 ノ確保強化二 努 メ優勢ナ ル 兵

力 ヲ保有 ス ル ニ 至 ラ バ ー
挙対日反攻 ヲ企図 ス ベ シ 」 と 「而 シ テ 其大規模攻勢 ヲ企図 シ 得 ヘ

キ時機ハ 概ネ昭和 18年以降ナ ル ベ シ 」 と判断す る 。
これ は、各方面に影響す ると こ ろが あっ

て 、現在の 敵兵力を宙退 すれば 、 日本軍 は安泰 と い う誤 っ た戦局判断を生ん だ 。 米軍は 、
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1942 （昭和 17）年 2月 1 日よ り空母部隊の 機動を は じめ 、 6月の ミ ッ ド ウ ェ
ー
海戦で は 日

本空母 4隻 を喜沈す るな ど彼等 も全力を あげ た 。 米国Q 巨大 な軍事生産力が軌道 に の っ た

の は、 1943 （昭和18）年以降で 、 正規空母 エ セ ッ ク ス （27000トン
、 32ノ ッ ト） は42年 12

月31日就役、 こ れ以後 、 同ク ラ ス の 正規空母 13隻 、 巡洋艦改装空母 9隻
（12）

が次々 と就役 し

て い る 。

3．総長の 作戦計画
 

　 開戦 の決定 は 、 11月 7 日軍令部 （大本営海軍部）か ら連合艦隊に開戦概定日 （Y 日） と

共 に 「第
一

開戦準備」が下令され、各艦隊、各部隊は適時作戦開始前 の 待機地点 に 進出す

る。 御前会議が 終了す ると、両総長は列立 して 陸海両軍 の 作戦 をそ れぞれ奏上 、 天皇 の 裁

可を受 けた 。 永野軍令部総長の 作戦計画
C14）

が残 っ て い る
。 次 に 要約す る 。

　（1＞第一
段作戦 （昭和16・12・8 〜昭和 17・4 ・10日）に お け る陸軍 と協 同 して 行 う南方

要域の 攻略作戦 は参謀総長の 上奏の 通 り

　   開戦劈頭、比 島及 びマ レ
ー

シ ア に 対す る先制空襲とな るべ く時を同 じくして 第一航空

艦隊司令長官 の 率い る空母 6隻 （全搭載機約 400）を基幹とす る機動部隊 を以 て 、 ハ ワ イ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 オ ケ ハザ マ

在泊中の 敵主力艦隊を空襲す る
。 本奇襲作戦 は 「桶狭間 ノ戦」 に比す べ き極め て 大胆 な作

戦で 、奇襲 当 日敵艦隊が在泊 して い る限 り、 戦艦空母各 2〜 3隻を喜沈す る こ と は可能 と

考え る。

　（3）グア ム 島と ラ バ ウ ル の 攻略に 当 っ て は 、 第四 艦隊を基幹 とする部 隊 と、又第四艦隊の

一
部は海軍陸戦隊 を以て 開戦初頭 「ウ エ イキ 島」 を占領す る 。

　（4）もし米国主力艦隊が 来航する とき は 、 第三艦 隊及南遣艦隊を残 し連合艦隊の 大部 を挙

げて 之を邀喜々 滅す る 。 米国海軍が仮に 太西洋 に存 る艦 隊を全部引揚げて 決戦場に集中 し

た場合に お い て も、 我 は彼の 約 7 割 5分の 勢力を有 し、 航空母艦に お い て は彼の 7隻に対

し我は小型を併せ 10隻を有 して い る 。 米海軍 は現在艦艇 の 約 4割を大西洋に配備 して お り、

ドイ ッ 海軍に対す る防禦の 為若干の 兵力を残す必要があ るか ら 、 決戦場に お ける彼我兵力

は更に有利とな る もの と判断せ られ る 。

　（5橄 の 企図する通商破壊戦 を困難な らしめ る為 、 潜水艦基地 と し て 利用す る こ とある べ

き、 豪州北部 、

＝
ユ

ーギ ニ ア そ の 他の 南大平洋諸 島の基地 の奇襲破壊に努め る 。

　  帝国自存上必要な る海上交通線 の 保護 は可能で ある。

　（7＞第一
段作戦終 了後露国 と の 間に 開戦 とな っ た場合に は 、 略々 年度作戦計画に 準 じて 対

露作戦 を遂行す る 。

4．戦争終末促進腹案
（15）

　昭和16年11月15日第69回 の 大本営政府連絡会議 におい て 、 こ の 腹案が 決定された。原 四

郎
 

に よ ると 、 名稱 は 「腹案」 とな っ て い るが 、 事実はそ の 内容 の示す よ うに 「日本の 基

本戦略」で あ っ て 、昭和16年 8 月、 陸軍省、 海軍省、 参謀本部 、 軍令部及 び外務省の 関係

主任者の 合同研究に よ り、 当初 「戦争指導要綱」 と して 起案 され た が 、 連絡会議 の 直前 に

名稱が変更され た もの で あ る。

　（1＞方針 と して 、  極東 に お ける米英蘭の 根拠を覆滅して 自存自衛を確立す る、   積極的

措置に依 り蒋政権の屈服を促進する 、   独伊 と提携 して 、先ず英 の屈伏を図 り、  米 の 継

戦意志 を喪失せ しめ る こ と に努め る 、   極力戦争相手 の 拡大を 防止 し、 第三 国の 利導に努

め る 。

　実施要領と して 、  迅速な る武力戦を遂行 して 、 長期 自給 自足 の態勢を整ふ 。 凡有手段
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を尽 して適時米海軍主力を誘至 し之 を喜滅する に勉 む 。

　  日独伊三 国協力 して 先づ 英の屈伏を図 る 、 次の 諸方策を と る。   豪州．イ ン ド に対 し

政略及通商破壊等の 手段に 依り英本国と の 連鎖を遮断 し其の 離反を策す 。   「ビ ル マ 」 の

独立 を促進 し、そ の成果 を利導 して イ ン ドの 独立 を刺戟す。

　〔3旧 独伊は協力 して 、 対英措置 と並行 して 米 の 戦意 を喪失せ しむ る に 勉む 。 次 の 諸方策

を執る 、   比島の取扱は差 し当り現政権を存続せ しむる、  対米通商破壊戦 を徹底す  支

那及南洋資源 の対米流出を禁絶す 、   対米宣伝謀略を強化す 、   米豪関係 の 離隔を図る

　（4皮 那 に対 して は 、 対米英蘭戦争 、 特 に そ の 作戦の 成果を活用 して援護の 禁絶 、 抗戦力

の 減殺を図 り、在支租界の 把握、南洋華僑 の 利導、作戦の 強化等政戦略の 手段を積極化 し

以て 重慶政権 の 屈服を促進す （以下略）

　林三 郎
〔17）

に よ る と 、 こ れ は 、 「日本 の一方的な希望條件を単 に羅列 し た 作文」 に す ぎな

い と評 されて い る。

　 さ らに 、 11月21日 「第二 開戦準備」が下令され 、 先遣部隊を作戦実施に必要 な作戦海面
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ とか っぷ

に 進出せ しむ る こ とが 命ぜ られ た 。 機動部隊の 各艦 は 11月18日択捉 島單冠湾 に集結 し
、

11

月 26日 、
ハ ワ イ をめ ざ して、出惠 した 。

二．戦争の 段階的展開

1．第
一段作戦

　開戦 日よ り昭和 17年 4月 10日まで の 期間 の 作戦行動 をい う。 11月 5 日 の 「連合艦隊命令

作第
一

号別冊」
 

に よ る と、（1闢 戦劈頭機動部隊及先遣部隊 は米国艦隊を ハ ワ イ方面に攻

喜す る 、 米 国艦隊機動す る場合は之が 捕捉喜滅に努む 、   南洋部隊 は附近要域 を攻略破壊

す ると共 に豪州方面敵艦隊に 備へ
、 北方部隊は対 ソ警戒に任ず る 、 〔3）南方部隊を以 て 局所

優勢を持 しっ っ
、 フ ィ リ ピ ン

、 英領馬来及蘭印方面所在敵艦隊を掃蕩宙滅する と共 に 陸軍

と協 同 して 作戦する。

　陸軍が 占領を企図する地域
（19）

は、 フ ィ リ ピ ン
、 グア ム

、 香港 、 英領マ ラ イ 、
ビ ル マ

、
ジ ャ

ワ 、
ス マ トラ 、 ボ ル ネオ 、

セ レ ベ ス
、

ビ ス マ ル ク群島、 蘭領チ モ
ー

ル 等で あ る 。 南方要域

攻略作戦は 、 11ケ師団40万人 の南方軍が編制 さ れ、南方軍総司令官 は、ベ トナ ム の サ イ ゴ

ン に位置す る 。

　機動部隊 （空母 6隻）の 攻喜は 、 真珠湾に 在泊中の 艦隊に 集中
一

工 場、 重油 タ ン ク に 向

わず 一
戦艦 「ア リゾ ナ 」 と 「オ ク ラ ホ マ 」 は 沈没 、 米側の 人員損害は 3．681名で あ っ た 。

ニ ミ ッ ツ 大將は 、 「真珠湾の 惨敗の程度 は そ の 当初に思 われた ほ どに は大 き くな く想 像 さ

れ た もの よ り は る か に 軽微 で あ っ た 」 （ニ ミ ッ ッ の 太平海戦史 、
P23）と い う。

　12月 10日、シ ン ガ ポー
ル を出港北上中の 英戦艦 「プ リ ン ス ・オ ブ ・ウ ェ

ー
ル ズ 」 と 「レ

パ ル ス 」 を基地航空部隊が捕促両艦を喜沈 した 。
「マ レ ー沖海戦」 と い う。

ハ ワ イ 以後 、

機動部隊 は 、 イ ン ド洋 に進 出 、 英空母 ハ ー ミ ス を 寓沈、 4 月 9 日セ イ ロ ン 島の ト リ ン コ マ

リ軍港 を空襲 した。

2，第二段作戦

　昭和 17年 4 月16日か ら昭和 18年 4月 18日 に い た る期間の 作戦行動 。 開戦前 の 作戦研究は 、

第一段作戦 を主 とし、 第二 段階の 具体的検討を欠 い てお り 、 米主力艦隊の 喜滅 は第二 段階

と考え られ て い たが 、 第
一
段階の 作戦成功に よ り第二 段作戦計画を急 きょ 進める必要があっ

た 。 作戦に成功 した連合艦隊の 意向が強く影響 し、山本長官 （積 極攻勢主 義） と軍令部
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〈大本営海軍部〉（邀喜決戦主義）と の 作戦構想の 一
致が進 まな か っ た 。

　 昭和 16年 12月 9 日、 山本長官
 

は 、 宇垣参謀長を通 じて 、
ハ ワ イ攻略作戦 と セ イ ロ ン 攻

喜作戦 の 研究を黒島、渡辺 の 両参謀 に命 じた 。 当時の 連合艦隊 の 航空兵力で は無理で あり、

陸軍も陸軍の 力で は到底で きな い 作戦で あ ると確認 した 。 山本長官は 、 米国の 戦意喪失は

ハ ワ イ 攻略が最 も効果的で あ る と考え て い た 。 東は ハ ワ イ、西は イ ン ド洋の 広い大洋に お

け る積極作戦によ っ て 戦争の 終結
〔2D

がめざされ た 。

　第二 段作戦 の 作戦計画 は 、 昭和 17年 3 月13日 、 「今後採 ル ベ キ戦争指 導 ノ 大綱」
（22 ）

が 上

奏裁可 され た。 軍令部の 構想は（1）英艦隊 に 対す る イ ン ド洋作戦 （セ イ ロ ン 島攻略を含まず）、

（2）FS作戦 （フ ィ ジー
、 サ モ ア 作戦）。 （3）豪州作戦 、 諸情勢の 好転 した場合に実施 、 陸軍は

兵力 、 船舶 の点 で反対す る 。 （4）ハ ワ イ攻略 、 他正面 の 処理 の終了後 、 情勢可能の とき実施 。

当面 は 、 米豪遮断作戦 をめ ざ して の ソ ロ モ ン 諸 島の 占領、ポー トモ レ ス ビー攻略作戦 の 実

施を予定 した 。

　 昭和17年 1月の 米大平洋艦隊 は 、 戦艦部隊の 活動 は失 われたが 、 空母 5隻が主戦力 、 日

本 は南雲部隊の 正規空母 6隻が主戦力
（23）

で 、米機動部隊 は活発な機動作戦を開始 した 。 ま

ず 、 2 月 1 日 ヨ ーク タ ウ ン
、

エ ン タープ ラ イズを基幹とす る部隊が 、
マ ーシ ャ ル 群島、 ギ

ル バ ー ト諸島を空襲 した 。 4 月 18日東京 の 東方 650哩に あ っ た 哨戒艇第 23日東丸 は米空母

2 隻を発見 、 空母ホ ー
ネ ッ ト は、 ド ウ リ トル 陸軍中佐 の 指揮 する陸軍機B25、 16機を搭載、

600哩 の 地点よ り発進 、 東京 、 名古屋 、 神戸 を空襲 、 大部の 機は中国に 逃走 した 。 被害は

軽微で あ っ たが 、 初空襲を うけた こ とで 、 国民の 動揺がお こ っ た 。 こ の こ とで 、 ミ ッ ド ウ ェ
ー

島の 攻略作戦の 実施の 要望 が強 くな っ た 。 それ は 、 ミ ッ ド ウ ェ
ー島を 占領 し、 ア リ ュ

ーシ ャ

ン列島西部と ミ ッ ドウ ェ
ーを結ぶ 哨戒線を形成 、 日本本土 と東京を防御 しよ う と する もの

で あ っ た 。

（1｝サ ン ゴ海々戦

　昭和17年 5月 7 ・8 日 、
ポ ー トモ レ ス ビ ー

攻略作戦をめ ざ して 、
サ ン ゴ 海に お い て 、 日

米両軍 の 空母部隊 （各 2隻）の 空母群対空母群 の 航空戦が行わ れ た。 我方は 、 5月 8 日、

小型空母祥鳳 （12，000ト ン ） が沈没 、 米空母 レ キ シ ン トン （30，000ト ン ） を喜沈 した 。
ニ

ミ ッ ツ 大將 は、「サ ン ゴ海 々 戦 は戦術的に 日本側 の 勝利 、 戦略的 に は 米 国側 の 勝利 」
c24）

と

述 べ て い る。
ポ ー

トモ レ ス ビ作戦 は中止、FS 作戦 は延期、日本軍 の 膨張は停止す るに致 っ

た 。 空母翔鶴 は約 3 ヵ 月 の 修理 、 搭乘員は 、 瑞鶴約40％ 、 翔鶴約30％ を失 い
、 再建 に は約

3 か月を要す る見込
（2
  こ の た め両空母は ミ ッ ドウ ェ

ー海戦に参加で きず 、 同海戦 の結果

に 大 き く影響 した 。

  ミ ッ ドウ ェ
ー海戦

　 ミ ッ ド ウ ェ
ー島は 、 米潜水艦の 前進基地と見 られ て 、 そ の 攻喜破壊が要望され て きたが 、

4月上旬 、 連合艦隊は 、 ミ ッ ドウ ェ
ー作戦 は 、 山本長官 の 強い 希望 であ る こ とを表明 し、

結局 、 FS作戦の 実施前に こ の 作戦を実施す る こ と、同時 に ア リ ュ
ー

シ ャ ン 西部要地 の 攻

略をす る こ と に軍令部 も同意、 4月 5 日作戦計画が成案 、 4月16日第二 段作戦計画が上奏

裁可され た
。

4 月18日 の ド ウ リ ト ル 空襲は 、 東太平洋 の 防御の 必要性を強く認識す る こ と

に な っ た 。

　 昭和 17年 5月 5 日軍令部総長は 、 大海令第18号によ り連合艦隊は 、 陸軍 と協力 して 、

「ミ ッ ド ウ ェ イ」島及 「ア リュ
ーシ ャ ン 」群島西部要地の 攻略を命 じた 。 さ ら に 、 5 月18

日 、 大海令第十九号 は 、 「ニ
ュ

ーカ レ ド ニ ア」「フ ィ ジー」諸島及 「サ モ ア」諸 島方面 の 要
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地 の 攻略を命 じた。作戦失敗 に よ り、こ れ らの任務 は、大海令第二 十号 （昭和 17年 7月 11

日） に よ り解か れ た 。

　ミ ッ ドウ ェ
ー島作戦 に 関す る陸海軍中央協定 は 、（1）ミ ッ ド ウ ェ

ー島 の 攻略、（21同方面よ

りする敵国艦隊 の 機動を封止、を 主目的 と し  兼ね て我が作戦基地を推進す る ことをあげ

て い る 。 元来 、 作戦目的の 二 元性は強 く抑制され て きた と こ ろ で ある が 、 こ の 場合 、 出て

くるか 、 ど うか わか らな い 敵艦隊 の 捕促喜滅が強 く意識され て 、 こ れが主 目的の 感が あ っ

た 。 連合艦隊司令部と各指揮官の 間に 目的意識 の くい 違い の あ っ た こ とが指摘され て い る。

　ニ ミ ッ ツ大將 は 、 真珠湾以来 、 「米国は 、 日本海軍 の 暗号を解読で き た の で 、 日本 の 計

画 に関す る情報は きわ め て 完全で あ っ た 。 」
（26） とい う。作戦失敗 の 第

一
原因で ある。

ニ ミ ッ

ッ 大將 は戦略上 か ら 、 ミ ッ ドウ ェ
ー来攻 を考え 、 5月 3 日自ら同島を視察 し、 防衛の 強化 、

兵員機材の 集中を命 じた 。 関係者 の 努力に よ り兵員 3
，
027名 、 飛行機約120機が集結 した 。

米空母 は 、
エ ン タ

ープ ラ イ ズ、ホ ーネ ッ ト、
ヨ
ー

ク タウ ン の 3隻で 、 ミ ッ ドウ ェ
ー
島の 北

東海面 に待機 して 、 日本 の 機動部隊 に奇襲を加え た 。 奇襲を意図 した 日本側 は、 逆 に米側

の 奇襲を うけて 、 正規攻宙型空母 6隻 の うち
、

4 隻を失 っ た 。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　日本 の四 空母 の 状況
e
’
n

加賀 6 月 5 日午前 7 時24分　被弾 午后 3時26分沈没

蒼龍 6月 5 日午前 7 時25分　被弾 午后 4時15分沈没

赤城 6月 5 日午前 7時25分　被弾 6 日午前 1時55分沈没

飛龍 6 月 5 日午后 2時30分　被弾 6 日午前 5 時 20分 沈 没

　喪失 した飛行機 は285機 、 サ ン ゴ海 々戦 の 100機 を合す る と約 400機 の 大損 失 と な っ た 。

作戦 の 失敗 は 、 大東亜戦争後退の 戦略的画期とな っ た 。 源田実 は 「戦艦主 兵思 想 と航空主

兵思想 とを混合した生 ぬ る い 兵術思想 がそ の 背景 に あ っ た」
（28〕 こ とを指摘す る 。

  ガダル カ ナ ル 島 一基地争奪戦

　ガ ダ ル カ ナ ル 島は 、 豪州の 東北に 南北に
一
列に 並ぶ ソ ロ モ ン 群 島の最南端の 小さな島 。

日本海軍 は 、 17年 5月 、
こ こ に飛行場適地を見 っ け 、 6月、 設営隊二 隊 （約2000名）を以 っ

て 作業を開始 し、 8月 5 日概成をみ たが 、 8 月 7 日全 く予期 しな か っ た米軍が大挙来襲 し

て 、
ガ 島 と対岸 の ッ ラ ギ島に 上 陸、 以 来 6 ケ月間に 及ぶ ガ島争奪を め ぐる激戦が展開 した。

米軍 は兵力 の 増援をっ づ け、 これを阻止 しよ うと 、 海軍部隊 と航空部隊 の 間に 8次に 及ぶ

大小の海空戦
 

が お こ り日本軍は 、 制空権 を失 っ て 、 輸送 は困難を きわめ病者傷者続出し、

た め に、17年の 大晦 日宮中大本営 の 会議で撤退 と決定 、 昭和 17年 2月の 1 日、 5 日、 8 日

約 1万 652人の 兵員が撤収 した 。
ガ 島 に 上 陸 し た 陸軍 総人員31

，
400名 、 撤収入 員 9β00人

（別 に 患者740名）で 、純戦死 は 5000〜 6000名と推定 され るの で 、約 15，000名が 傷病 （餓死）

に倒れた こ と に な る
〔3°）

。 海軍の 損害 は 、 空母 1 、 戦艦 2 、 巡 洋艦 （重 3 ・ 軽 2 ）駆逐艦 14、

潜水艦 9隻に及ん で い る。

　　「ガ島の 日本軍 は極め て 多数 の餓死者 をだ した。
こ の 一事 に よ っ て も、 こ の 作 戦が 日

　　本軍の 力 に余る もの で あ っ た こ とが わか る。 從 っ て 作戦失敗の 責任は
、

こ ん な作戦を

　　遮二 無二 や らせ た大本営が そ の 大部をお うべ きで あ ろ う」林三 郎 （103ペ ージ）

3．第三段作戦

昭和18年 4月18日 、 山本長官 は前線視察の 為、ブ
ー

ゲ ン ビ ル 島の 南端ブイ ン に赴 く途中 、
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米軍 P38 ・16機 の要喜を うけ て 、 搭乘機密林中に 墜落 、 全員死亡
（al）

。 海軍甲事件 と い う。

シ ョ
ー

トラ ン ド基地指揮官 の強度の 低い電報が解読され た と考え られ て い る 。 連合艦 隊長
官 は 、 4月21日 、 横鎮長官古賀峯

一
が就任 。 昭和18年 3 月25日大本営海軍部 は 、 「第三 段

作戦命令」 を発令 した 。 遅れ て 8月 15日、古賀長官は 、 第三 段作戦命令及 び諸令達を発令、

9 月30日御前会議 で 「今後採ル ベ キ戦争指導 ノ大綱」
（32）

が決定 され た 。

　昭和18年 5月 12日、米軍は ア リ ュ
ーシ ャ ン列島の ア ッ ツ島 に上陸 、 同島の 北海守備第二

地区隊 （山崎保代大佐以下約 2500名）と海軍部隊
（33）

（約 1
，000名） は 、 絶海の 孤 島に あ っ

て 奮斗 したが 、 5 月29日残存兵力150名 は玉砕 （全滅） した 。 第
一
地区隊 の キ ス カ 島の 全

員5，183名 は 7 月29日全員撤収 した 。

　昭和 18年11月21日米軍 は 、 ギ ル バ ー
ト諸島の マ キ ン 島、タ ラ ワ 島に上陸、

マ キ ン 守備隊
は 11月22日 、 タ ラ ワ 守備隊は 11月25日全滅 した 。 ギ ル バ ー

ト諸島へ の 攻喜 は 、 米軍 の 本格

的反攻の 第一喜 と考え られるが 、 ギ ル バ ー ト諸島一
マ ー シ ャ ル 群島一マ リア ナ群島一硫黄

島一
日本本土大空襲と引続 く大作戦の 起点で あ り、 米軍 の 中部大平洋北上作戦が始動 しは

じめた もの で あ る
。

　昭和 19年 1月米軍は マ
ー

シ ャ ル 群島を砲喜 、 爆喜 し、 2 月 1 日ク エ ゼ リン
、 メ ジ ュ ロ 等

に同時上陸 して 占領 。 2 月17日 と18日 、 南洋群島の 中枢基地 トラ ッ ク島が大空襲をうけ
（3‘〕

、

沈没艦艇 9 、 輸送船 31、 飛行機約270、 重油 タ ン ク 3 ケ （1万 7000 ト ン ）、 糧食 2000ト ン の

大損害
（35）

を うけた 。

　米機動部隊は 、 2月 23日 マ リア ナ方面、 3月30日 パ ラ オ方面 に来襲 した。 軍令部 （大本

営海軍部）は 、 敵はパ ラ オ に来 るか 、
マ リア ナ に 来る か に つ き、 判断は前者 に傾 き、 米軍

は 、 5月27日 ビ ア ク島に上陸 した 。 こ の 島に は日本軍の 飛行場 3 ヵ 所が あ り、大航空部隊
の 展開可能で あ っ た 。 軍令部及 び連合艦隊は 、 主戦場を西 カ ロ リ ン 方面に設定 した が 、 こ

れ は希望 的観測 （石油産地 に 近 い とこ ろ で決戦 した い）に す ぎず 、 米軍は マ リア ナ に来た。

米軍 の 同時二 方面作戦の 理解が 不十分で あ っ た 。

　 こ の 間、昭和 19年 3月31日夜、 海軍乙事件が お こ る
 

。
パ ラ オ を出発 した 2機の 飛行艇

の うち長官機は行方不明 、 参謀長機 ダバ オ 周辺 に不 時着。 長官 は 殉職、後任は 5 月 3 日豊

田副武と発表された 。

　昭和17年 7月 14日、機動部 隊を建制化す る ため第
一

航空艦隊を解隊、 第三 艦隊を新設 。

昭和 19年 3月 1 日第二 艦隊と第三 艦隊を統合、第一
機動艦隊を編制、本格的な機動部隊が

漸 く実現す る 。 3月 4 日第 4 艦隊と第 14航空艦隊を以て 、 中部太平洋方面艦隊を編成 。 源

田実は 、 「純然た る第二 次大戦型に移 っ たが 、 時機は遅 きに失 した」 と い う。 （「海軍航空

隊始末記」P263
、 文春文庫）

（1）あ号作lj〈S’）

　 マ リア ナ沖海戦

　 ビ ァ ク 島攻再 に誘発 されて 、
マ リア ナ の 第

一
航空艦隊の約 480機は 、 西 カ ロ リ ン 及豪北

に 移動 した が
、 多数の搭乗員 は風土病に かか り、 飛行機の 整備不良 もあ っ て戦機を失 し、

か っ 戦力を低下 して 、 決戦に参加で きなか っ た 。
ビ ア ク島方面の 作戦は い ずれ も不成功 に

終 っ た 。

　米機動部隊は、 6月 11日マ リア ナ方面に 来襲 、 15日 サ イ パ ン 島に 上陸 した 。 あ号作戦が

発動 されて、小沢治三 郎の 指揮する第一機動艦隊 （空母 3 、 特空母 6 、 戦艦 5、重巡 11、

軽巡 2 、駆逐 32、 潜水艦 15） は 、 ボ ル ネオ 島の 東北方 の タ ウ イ タ ウ イ 泊地 に集結 したが 1
ケ月間、 周囲を米潜水艦 に包 囲されて 、 空母は行動出来ず 、 飛行隊は訓練 で きず技術低下
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して、あ号作戦敗退 の原 因の 1 っ とい わ れる。第一機動艦隊 は、 6月13日泊地発、サ イ パ

ン 島西側の 決戦海面に 向けて 進喜 した 。 米機動部隊 の 兵力は 、 正規空母 7 、 軽空母 3 、 戦

艦 7
、 重巡 3

、 軽巡 6
、 防空巡 4

、 駆逐58隻の 大部隊で
、 艦砲射喜に 陸上部隊は こ たえた 。

6月19日我機動艦隊は 、 ア ウ ト レ ン ジ方式 （敵の 攻喜圏外の 遠距離か ら、 敵を攻喜する方

式） を と り遠方か ら米艦隊 の 攻塩 に かか っ たが米側 は全戦斗機を防禦 に上げ、 それ の 突破

が極 め て 困難 で あ っ た 。

　 6月19日空母大鳳 、 翔鶴は潜水艦 の 雷喜に よ り沈没 、 6月20日空母飛鷹は雷喜機 によ り

沈没 、 正規空母 3隻が失 われ た 。 参加空母 9隻 の うち 4 隻 は大 中破 、 小 型空母 2 隻が 健

在
（3s）

で あ っ た 。 海戦参加の 約360機の うち残存機 は僅か 25機 。 か くて 、 機 動艦 隊の 主力 が

失われ 、 基地航空部隊 も大損害を うけ 、 サ イ パ ン
、 テ ニ ア ン

、 グア ム の 三 島は米軍に占領

され て 、 あ号作戦 は敗北 とと も に終 っ た 。

4．捷
一

号作戦　　フ ィ リピン沖海戦

　あ号作戦の 大勢が 定ま っ て 、 大平洋の 制海 ・制空権は米軍の 手に移りつ つ あり、
マ ッ カ

ー

サ ーの ニ
ュ
ーギ ニ ア北岸か らの比島進攻作戦 、

ニ ミ ッ ツ の 中部太平洋北上作戦 は現実 の も

の とな り 、
い まや 日本本土 の 外郭 、 沖縄方面と小笠 原方面の 攻喜が は じま っ た 。

　昭和19年 5月27日 ビ ア ク島、 7月30日サ ン サ aS　一ル 岬 、 9月15日モ ロ タイ島とペ リ 1丿ユ
ー

島 、 9月 17日 ア ン ガ ウ ル 島 、 9月 15日 コ ッ ソ ル 水道 、 9月20日 ウ ル シ ーと米軍 は上陸を っ

づ けた。

　大本営陸海軍部は 、 本土か ら比 島に わ た る次期作戦名を捷号作戦と し、 南か ら順 に各方

面別 に 次 の 通 り命名 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （39）

作戦区分 予期決戦方面

捷
一
号

捷二 号

捷三号

捷四 号

比島方面

九州南部、南西諸島及 台湾

本州、四 國、九 州 方面、小笠原 方面

北海道 方面

　昭和 19年 7月24日 「陸海軍爾後 ノ作戦指導大綱」
〔4°）

が 決定 、 裁可 された 。 「本 年後期 、

米軍主力 ノ 進攻 二 対 シ 決戦 ヲ指導 シ ソ ノ 企図 ヲ破摧 ス ル 」 こ とをめ ざ して 、決戦方面を 日

本本土 、 連結圏域 （南西諸島 、 台湾 、 東南支那附近）比島方面と予定 、 決戦 の 時期を概 ね

8 月以降 と予期す る
。

　 9 月 9 日、 ミ ン ダナ オ 島東部の 各基地 は艦載機に よ る空襲、翌 10日、ダバ オ 方面 に敵 上

陸 と の 誤報事件がお こ っ た 。 さ ら に 、 9月12日か ら 3 日間 、 比島中部の 我基地 、 9月 21日

首都マ ニ ラ が空襲を うけた 。 10月17日 ス ル ア ン 島の 東見張所は 、 島 の 東方海面に敵部隊を

確認 、 上陸を開始 した 。 当時 、 高雄 に あ っ た連合艦隊長官 は 「捷
一

号作戦警戒」を発令 し

た 。

（1）台湾沖航空戦

　 昭和 19年 10月 10日沖縄 、 13日台湾各地が 米機動部隊の 空襲を うけた 。 10月 13日 ・14日 の

両日航空戦が お こ り14日航空総攻喜約450機が攻喜を実施 した 。 夜間攻喜 と搭乘員 の 練度

不足の 為、 戦果 の 過大報告が 行われ て 、

一
時 、 国民は もり上 っ た が 、 精査の 結果 、 戦果 報
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告 に 当 る練達 の 隊長の 喪失 、 自爆機 の 海面で の 火災を誤認 した もの と い われ る 。

  フ ィ リ ピ ン沖海戦

　昭和 19年 10月24日よ り26日に亙 る比島東方海面の 日米艦隊の 決戦 、 10月20日米軍は レ イ

テ 湾内に進入、タ ク ロ バ ン に上陸、 飛行場を占領 し戦果の 拡大をめ ざ した 。 我艦隊は 、 22

日 ブル ネ イを 出喜、 兵力 は戦艦 5 、 重巡 10、 軽巡 2 、 駆逐艦 15隻 。 低速戦艦の 別仂隊 は戦

艦 2
、 重巡 1

、 駆逐艦 4 隻。 機動部隊は 「お と り艦隊」 と して 比島東方海面を南下、 正 規

空母 1 、 軽空母 3 、 戦艦 2 、 軽巡 3 、 駆逐艦 8隻で あ っ た 。 我艦隊は レ イ テ 湾に 突入 で き

ず反転 、 24日戦艦武蔵 、 25日戦艦山城 と扶桑が沈没 。 機動部隊 は、千歳、瑞鶴、 瑞鳳、 千

代田 の 順に沈没。 神風特別攻喜 の 活躍 も大勢を動か すに 至 らなか っ た 。 連合艦隊 の 総攻喜

不成功に終 っ た 。 日本海軍は ミ ッ ドウ ェ
ー海戦 と マ リア ナ海戦に て 、空母兵力の 大部分 を

失 い
（41）

、 い ま フ ィ リピ ン 沖海戦に よ り参加艦艇の 6割が喜沈
c42）

された 。 まさに大海軍 の 消

滅 で ある。 こ の あと、昭和 20年に 硫黄 島、沖縄 の 決戦が起 っ たが 、 本土上陸作戦の 前哨戦

で あ っ た と考え られ る 。

三．日本軍 とア メリ力軍

1．戦争形態の 変化

　太平洋を主戦場 と する 大東亜戦争 と ヨ ー
ロ ッ

パ 及 び北 ア フ リカ を主 と す る第二 次大戦 は、

相互 に 関連 を もっ が、また、それぞれ に独得の 側面を もっ
。 日米間の 戦争 と独伊対英仏及

び ソ 連間の 戦争と整理 で きる。 こ の 大戦争は第
一

次大戦と異 っ た新 しい 様相を示 して い る。

（1｝物理 学の 戦争

　 「第
一

次大戦 は化学者 の 戦争で あり、 第二 次大戦 は物理学者の 戦争だ っ た」同様 に 「第

三次大戦が 起 る とすれば数学者の 戦争に な るだ ろ う」
（43）

（サ イ モ ン ・シ ン ） と い わ れ る 。

第一次大戦 は ドイ ッ軍の 毒 ガ ス 使用に よ り 、 今次大戦は 、 電波兵器、 通信兵器 さ らに 原子

爆弾の 出現 に よ り、 物理 学 、 物理学者 の活躍 の場が 拡大 した 。

  国家総力戦

　第一
次大戦 に主張 されは じめ て 「第一

次大戦が 国防思想に与えた影響と して は 、 総力戦

が圧倒的で あ っ た」
 

と され る 。 今次大戦 に お い て 本格的な国家総力の 動員が行われた 。

そ こ に は 、 国家命令に よ る軍事生産と私企業 の 自己採算 との くい 違 い 等軍事生産 に大 きな

障壁があ っ た。

（3）海上護衛戦

　海上運送 に お ける人員 ・資材 ・船舶等を保護防衛す る軍事行動 。 シ ナ事変中 は、陸軍 の

上陸作戦支援が主 た る もの で あ っ たが 、 大東亜戦争下で は 、 南方資源地域の 開発と成果の

還送が重大 な意義 を もち、米軍の 攻再 に対 して 、 こ れを防衛す る こ とが海軍の 重大任務と

な っ た 。 こ の ため 、 昭和18年11月15日海上護衛総司令部が設置 され 、 創設第一日、軍令部

総長 は 「海軍 に 二 大戦 略あ り」
（45 ）

とい う語句 を含 め て 全海軍部隊に総司令部の 設置を電報

した 。 艦隊決戦 と海上護衛 との 2 つ の 戦略で あ る。

　大東亜戦争の 最 も根本的な敗因 として 、 船腹の 喪失 ・激減
（46）

が あげ られ て い る 。 昭和 20

年 9月 4 日か ら2 日間 の第八十八臨時議会に 提出された外務省報告書は 「第二 次大戦中に

おける船舶の 損耗 は遥 に建造を凌駕 し、海上交通 は連合国側の攻喜に よ り常に 多大の 危険

に さ らされ 、 殊に戦争末期に お い て は 、 日本近海 の海上交通 も殆ど不可能の 状態 に陥 りた

り」
C4T）

と述べ て い る 。
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（4）戦略爆喜

　大東亜戦争及 び欧州戦線 を決定づ けた もの は、航空部 隊に よ る戦略爆喜で あ る 。 戦術的

な爆寓で はな く、 後方の 重要都市 、 重工 業地帯、 重要港湾の 破壊をめざす もの で 、 広 く戦

争 の 帰趨 を決定す る重大な軍事行動 で あ っ た 。 殊 に 1937年 8 月以降の シ ナ 大陸の 奥地都市

に対す る海軍航空隊 の 爆喜、 ドイ ッ 軍 の ロ ン ド ン と コ ベ ン ト リ
ー空襲、英空軍の ド イ ッ 各

地一ベ ル リ ン
、

ハ ン ブ ル ク及 び ド レ ス デ ン
ー

は 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ に お け る無差別爆喜の 惨状を

示す もの で あ る 。

2．米軍作戦の特徴

（1）大戦略の 展開

　 日米間の 対立 、 軍事抗争は 、 日露戦後に 遡 る
。 日本の 大陸政策 と米国の 西進政策 との 衝

突に 基づ くと こ ろが大 き い
。 1904年米国軍部は 、 カ ラ

ー
プ ラ ン （色別戦争計画）を作成、

日本 に つ い て は 、 オ レ ン ジ計画が提案 された 。 日本 は明治40 （1907）年 「帝国国防方針」

を策定 した 。 日露戦後、軍縮よ り も建艦競争が激化 し、日本の 八八艦 隊案、米国の 戦艦 16

隻案な どが進め られた が 、 戦後の 疲弊と世界平和へ の 国際世論にお され て 、 1922（大正 11）

年 ワ シ ン ト ン 軍縮條約が成立 し、 各国の主力艦の保有比率 （5． 5． 3） と新艦 の建造休

止を協定 した 。
っ い で 、 補助艦艇の 量的制限と主力艦建造休止 の 再延長が ロ ン ド ン 軍縮会

議で 、 1930（昭和 5）年 4 月協定され た 。 海軍部内 に は條約に よ る建艦拘束を きらう根 強

い底流が あ り、 第 2回 ロ ン ド ン会議 の 予備交渉も、 1935 （昭和 10）年成立 せ ず 、 日本 は

1934（昭和 9 ）年12月19日 ワ シ ン トン 会議廃棄の 通告を行 っ た 。 無條約時代 の 開幕で ある 。

日本 は 、 米国の 工業力 、 建艦力 を下算 し、 無條約時代 に おい て も、 ワ シ ン ト ン 條約を上 回

る勢力 の 維持が可能 で あ る と推測 した 。 1939 （昭和 14）年 9月、 第二 次大戦が勃発 、 欧州

情勢 の変化 は 、

一ボー
ラ ン ド、オ ラ ン ダ、 ベ ル ギ ー降服 一

は 、 日本の 政策 に 重大 な影響 を

及 した 。 南進の 行動を触発 した 。

  主兵の 交代

　 日本海軍の 真珠湾攻喜によ り 、 米太平洋艦隊の 戦艦群 8隻は大 きな損害 をうけ戦艦 「ア

リゾ ナ」 と 「オ ク ラ ホ マ 」 は沈没 、 空母 「エ ン タープ ラ イ ズ」 と 「レ キ ン ン ト ン 」 は外洋

を行動中 、 「サ ラ ト ガ」 は西海岸に い た 。 こ の 攻喜 に よ り、 日本軍の 南方へ の 作戦期間中

側方か らの 攻喜を防 ぐこ とが で きた 。

　米軍 は、 6 隻 の 旧式戦艦を改装。砲再専門艦 として 活用 。
マ リア ナ、ペ リ リ ュ

ー、硫 黄

島、 沖縄等に対 して 猛威をふ る っ た。 艦砲射喜は、日本軍に と っ て 、恐怖 の マ トとな っ た。

米軍 は 、 空母 と そ の 搭載機及 び基地航空部隊を今次大戦 の 主兵 で あ る こ とを強 く認識 し、

エ セ ッ ク ス 級空母 の 大増勢、新鋭機の 開発、超重爆 B−29の 製作を進 め 、 飛行機と機動部 隊

とが主兵で ある こ とを徹底実証 した 。

（3）飛石的跳躍作戦

　 日本人 の 律儀 さ に 、 1 つ 1 つ 要地 を占領 して 進む と い う こ とな しに 、 日本軍 の 抵抗 の 強

い と こ ろ 、 弱い とこ ろを見究め て 、重要基地 を徹底的に 攻喜 、 破壊 して 、 占領す る こ と な

く素通 り して 、 基地 を無力化
一

ラ バ ウ ル
、

ト ラ ッ ク、パ ラ オ 、台湾 、 小笠原等
一

して 、
っ

ぎっ ぎと基地 を推進す る 。

（4）特別任務部隊 ・ 水陸両用部隊

　米軍の 上陸作戦部隊の 基本 となす もの で、特別任務部 隊
 

（Task 　 Force 一機 動部隊 と

訳す）は主 と して 空母を基幹とする部隊で 、 上陸作戦の 支援に当る とと もに相手軍 との 海
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戦をも予想 して い る 。 水陸両用部隊は 、 戦艦、 補助空母 、 巡洋艦、 駆逐艦 、 掃海艇を似 っ

て 編成 し、輸送船団 の護衛、泊地の 掃海及警戒並に 上陸掩護射喜に 当 っ て い る 。 昭和19

（1944）年 1月太平洋方面 に あ る特別任務部隊を統合 して 、 第 58任務部隊 （Task 　Force58）

を編成 した 。 特別任務部隊の 基本編制は正規空母 2 隻 、 巡洋艦改装空母 2 、 巡洋艦 4〜 5 、

駆逐艦約 15隻とみ られた。

　米軍 は 、 攻者 3倍 の 原則 一攻喜軍 は守備兵力 に対 して 、 3倍以上 の 兵力を必要とす る
一

を守 っ て 、 日本軍に 攻喜を行 う。 ア ッ ツ 島約 4倍、ギ ル バ ー
ト諸島約 5倍 、 ク ェ ゼ リ ン 約

4倍 、 サ イ パ ン約 3倍と推定され た 。 （実松 譲、 P260）

  同時二 方面作戦

　米軍 は、大兵力、大火力、大物量 を投入 して 、 慎重合理的実証的判断
  を基礎に 攻喜を

行 うが 、 そ の 際 、 主作戦 と 、 支作戦を 巧妙 に 組 合せ て 作 戦 を進 め る 。 米軍 は 、 昭和19

（1944）年 5 月27日 に ビ ア ク 島に上陸、 我軍は マ リア ナ方面に あ っ た航空兵力を 投入 した

が 、 乘員の風土病 、 機体整備不良の た め大半が失わ れ たが 、 そ こ に 6月 11日機動部隊 マ リ

ア ナ諸島 に来襲 、 6月 15日米軍 は サ イパ ン に上陸 、 3週間 の戦斗で サイ パ ン 島は 占領され

た
。

マ リア ナ 諸島の 占領が主作戦、
ビ ア ク島攻喜は支作戦 ・牽制作戦で あ っ た 。

　ア メ リカ は 、 多数の 上陸部隊投入 、 戦略爆喜 、 潜水艦とB−29の機雷投下 に よる海上封鎖、

艦砲射喜 の 圧倒的火力 に よ り日本軍 を圧倒 した 。 日本本土 に対 して 、 B −29の 戦略爆喜 、 機

雷と潜水艦に よ る海上 封鎖 、 こ れ に よ る食糧 ・ 住居 ・ 衣服 ・ 交通の 破壊な どの た め、原子

爆弾を用 い な くとも日本に降伏を強要す る こ とがで きた 。 それは政治的国際関係的行為で

あ っ た 。

3．日本海軍の特徴

（1）伝統 と変容

　明治末年以来 、 日本海軍は攻勢防禦 （六割海軍と十割海軍） の 其本戦略に 立 っ て 、 太平

洋 を西進す る米艦隊主力を迎え 、 潜水艦 。飛行機 。 水雷部隊の攻勢 に よ り敵の 兵力を漸減

し、 戦艦 を主兵 とす る艦隊決戦 に よ り これを喜滅す る作戦方針を堅持 した。 漸減邀喜作戦

とよ ばれ る 。 艦隊決戦 に お い て 、軍艦 の 数的優勢を保持 しえ な い か ら、 大艦巨砲 、 個艦優

秀の観念が根強 く支配的で あ っ た。

　昭和11年 ご ろ か ら、

一部の 航空関係者か ら航空主兵 、 戦艦無用論 が主 張 さ れ た が 大勢を

動 かすに は至 らなか っ た 。 山本長官 は、積極攻勢主義 をとり 「日米開戦 ノ 劈頭 二 於テ 」 は

「極度二 善処ス ル コ トニ 努メサ ル 可カ ラ ス 」而 シ テ 「勝敗ヲ第
一

日二 於テ 決 ス ル ノ 覚悟 ヲ要

ス 」「月明 ノ夜又 ハ 黎明 ヲ期 シ 全航空兵力ヲ以 テ全滅 ヲ期 シ 敵 ヲ 強襲 ス 」 と真珠湾在泊 の 米

主力艦隊を喜破す る決心を及川海軍大臣 （昭和 16年 1月 7 日付 、 書簡）
（5°）

に述 べ て い る。

（2庄 兵の交代

　大東亜戦争 の 最も重大な変化は戦艦を主兵とする艦隊決戦の 方式か ら飛行機を主兵 とす

る空母群対空母群 、 航空基地の争奪 と設定な ど 、 をめ ぐる決戦方式 に移行 した こ とである。

こ の こ とは 、 戦艦無用を意味する もの で は な く戦艦の もっ 役割が変化 した こ とを示す もの

で あ る 。 戦艦は空母を核心 とす る輪形陣 に強大な砲火を もつ 防禦者で あ りそ の 艦砲射喜は 、

上陸作戦の
一

大威力で あ っ た し、 また兵員 ・機材を輸送する役割を果 したこ と もあ っ た 。

日本海軍 は、航空部隊 と戦艦群 を活用 して 戦斗を進め る べ きで あ っ て 、相手国の 戦艦群が

喜破され た ら 、 当方の 戦艦群 も遊兵化 した とい う こ とはお か しな こ と で あ る 。 ソ ロ モ ン 方

面 の 激戦で 昭和 17年 10月13日 、 高速戦艦金剛 と榛名が 、 11月 12日比叡 と霧島が出喜 し両艦
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は沈没 。 フ ィ リ ピ ン 沖海戦で は、 昭和19年10月24日 、 戦艦武蔵、 10月25日戦艦山城と扶桑

が、沈没。 戦艦陸奥は事故に よ り自沈 、 戦艦大和は沖縄特攻 、 戦艦金剛は敵潜に よ り沈没。

  席次 と専門性

　日本海軍の兵科士官 は海軍兵学校卒業生の 士官 、 下士官出身の特務士官、 東京高等商船 ・

神戸高等商船 ・水産講習所の卒業生の 予備士官、の 三様 の 名稱を もっ 士官が あ っ た
。 昭和

17年 11月 1 日 、 機関科士官及 び特務士官 ・予備士官の名稱が廃止 され た。 昭和17年一
般兵

科 の 予備学生制度が設け られ た 。 昭和 10年飛行予備学生制度、 昭和 13年主計科短期現役制

度、 技術科短期現役制度 、 整備科予備学生制度
（51］

が 創設 された 。 敗色濃い 昭和 19 ・ 20年 の

太平洋 の 各戦線 に活躍す る初級士官 の 大多数は予備学生出身者で あ っ た 。

　 「海兵卒業時の 成績が終生 の 進級 または配員を支配 し、 これが た め海兵を中以下 の席次

に て 卒業 した もの は遂 に埋没 して 、終生そ の能力を発揮 し得ず して 終 っ た もの が多い と思

う」「こ れ に反 して 、 上位卒業者は 、 不知不識の 間 に安易な気分に な り、 自ら積極 的努力

性を失 い 平凡無為な勤務とな り、 顕著 な功績 を残 した もの が少 い
 

」 と中沢人事局長が 回

想 して い る。 海兵卒業時の 席次が海軍 の人事配置 に重大 な関連を もち、戦時中も変更され

なか っ た 。 日本海軍敗退 の最大の 病根の ひ と つ で あ る 。

　海兵出身の 士官は 、 自分よ り年輩の 下士 官を指揮 す る わ けで 、兵科全般に つ い て の ゼ ネ

ラ リス ト的方向を もっ が、中尉 ・大尉と進級す る に つ れ て 、 各術科学校に普通科学生 、 高

等科学生 に 進学 して 自己の 専門を深 め て い く。 しか し高級士官 に な る と 、 自己の 専門性 は

配員 の 上で 必ず しも尊重 され な か っ た 。
ハ ワ イ に行 っ た第

一
航空艦隊長官 の 南雲忠一

は、

元来赤 レ ン ガ系統の 人で 、 水雷部門が専門で 水雷戦術の 権威 と して 知 られ て い た 。 それ が

航空 と い う全 く異な っ た 分野の 指揮官に就任す ると、 作戦指導に積極性を欠き、
ミ ッ ドウ ェ

ー

海戦な ど
“

過誤 の 連続
”

で あ っ た と評 され る （淵田 ・奥宮 、 P377）。 こ れ は 、 卒業 席次 の

順 に配員を行 い 各 自の能力 と適性を十分に考慮 しなか っ た人事行政の結果と考え る。

〔4）指揮官先頭

　海軍の最 も重要な伝統の
一

っ をなす もの で ある 。 日本海海戦 （明治 38、1905）年 5 月 27

日遠路 ヨ ーロ ッ
パ 回航 して きた ロ シ ァ 艦隊を迎えて、対馬海峽で これを喜滅 した とき、 旗

艦三笠 の 露天艦橋 に立 つ 東郷大將 の 英姿が永 く国民 の イ メ
ージ に映 っ て い た 。 しか し 、 今

日 の 海戦 は、有視界 内の戦斗 は殆ん ど例外的な もの で 、 広大 な海洋に 無線交信に よ っ て 、

機動部隊が相互 に激戦を くり返 して い る の で あ る 。

　指揮官先頭の 観念が む しろ有害な場合 もあ る 。 ミ ッ ド ウ ェ
ー海戦 に 山本長官が旗艦大和

に乘 っ て 出喜 したた め に 、「無線封止の 観念 に 支配 され て 、 全軍の 首將 と して 当然行わ な

ければな らな い 部下部隊の 行動 へ の 予防的注意喚起を怠 っ た
（52）

」 と批判され て い る 。

　連合艦隊の 長官と司令部の 位置は重大な意味を もつ
。 開戦後 は広島湾の柱島泊地に あり、

直通電話で 東京 と連絡 して い た 。 こ の 泊地 は 周辺が 島に か こ まれ て
、 内海航路の 眼を さえ

ぎ っ て い る の で 適切 な泊地 と考え られ て い た
。

ガ 島戦以 降、 連合艦隊は南洋群島 の ト ラ ッ

ク島に あ っ て 、 こ こ か ら全 軍を指揮 した ． 次 代の 古賀長官 は戦艦武蔵 に座乘 、 昭和ユ9年 3

月パ ラ オ に 移動 し 、 ダ バ オ に移る 際に 事故 とな っ た 。 第三 代の 豊田長官は木更津沖の 軽巡

「大淀」（司令部用に 改装）に 座乘 し必 要 に 応 じて 木更津沖 と柱島間を移動 した 。 昭和19年
4 月 1 日以 降大本営海軍部は 、 「大淀．を独 立旗艦 と定め た。 司令部 は 、 各方面 の 部 隊か

らの 受信 と こ れ へ の 発信 の ため の 強力な通 信施設を必要と し、 又海上 に あ っ て 移動 する と

き無線封止の 要請 もあ っ て 適当な らず 、 か な り以前 か ら陸上施設 に 司令部を移転す べ きと
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い う主張 が あ っ た 。 昭和 19年 9月 29日司令部 は 「大淀」か ら東横線 日吉の 慶応大学校舎 に

第一作戦司令所を台湾の 高雄に第二 作戦司令所を設 け た
。

（53）

（5）潜水艦消ゆ

　か つ て 、 潜水艦 は 日本人 の 困苦欠乏 に たえ る国民性 に 適する艦種で 、 米国人 に は不適当

な もの と喧伝され た
。 開戦時64隻の艦を有 した が

、 艦隊隨伴を め ざ した 大型潜水艦は本来

の 職務を果す こ とな く海上交通路 の 破壊 も不十分なまま終り、 ソ ロ モ ン方面 の 戦斗が はげ

しくな り、 米軍 の制空 ・ 制海の 下で 、 兵員 ・ 機材 ・ 食糧 を輸送す る輸送潜水艦 の任務 を課

されて い く。

　 開戦時に 保有の 潜水艦 は64隻 、 戦時建造は 126隻 、 190隻 が戦争 に参加 し、 終戦時 に作戦

可能の 艦は 9隻にす ぎず 、 ほか に繋留中の 老巧艦が 41隻あ っ た。

  基準挑水量3500トン の

巨大潜水艦、 潜水艦特型 は 、 水上攻喜機晴嵐を搭載 して 、 速 く米本土 、 と くに パ ナ マ 運河

攻喜を志向す る もの で 、 潜水航空母艦 と い うべ き艦 で あ っ た 。 潜水艦特型は昭和 19年 12月

30日ま で に 2 隻 （伊号400
、 伊号401）が 20年 7月14日ま で に 2 隻が 竣工 した 。 当時、 戦況

は急速 に悪化 して 、
パ ナ マ 運河 よ り もウ ル シ

ー基地攻喜が要望 され て 出喜 したが途中終戦

とな っ た 。

　 シンプ ウ

  神風 は吹かず

　昭和19年 6 月下旬に あ号作戦に敗れ た と い う伝達が な され た とき 、 ある教官が 、 基礎教

育在籍中の 筆者 ら学生に 「もうこ うな っ た ら人間魚雷 で も考えな けれ ば な らな い 」 と言わ

れ た こ とが深 く印象 に残 っ て い る 。 7月 15日以後 、 各 自は それ ぞれ の 術科学校 に 進ん だ 。

　横須賀 の 海軍航海学校 は 、 10月18日特殊兵器要員 の 募集を行 っ た。 「昼休 み武道場 に 窓

ガ ラ ス を全部閉め切 り、 総員集合 、 学生隊長 の 訓話」術科教員 の 下士官 は退席 させ て 異常

な緊張が走 っ た とい う。 学生隊長か ら特殊兵器 とは何 な るもの か の 説明は な く、各人各様

に 「非常な危険が伴 う」兵器 （回天）の こ とを考え て い た 。 隊長は 、 最後に 「こ の こ とは

他人 と相談せ ぬ こ と 、 希望 する者は明朝 ま で に分隊長 に 申 し出るよ う に 」 と言われ た 。
こ

の と き応募 して 、 昭和20年 8 月下旬ウ ラ ジ オ ス トッ クを め ざ して 出喜予定の 武田五郎
c55）

が

当時の 状況を伝えて い る 。 戦後 、 学生隊 （約 400名） の 者に よ る と 、 大多数 の 者 は反対 、

拒否 、 少数の 者 （約40名）が応募 した と い う。

　 日露戦争以来、 日本海軍は 「決死隊はよ い が 、 必死隊を出す の は い け な い 」 「帰還す る

手段を もた な い兵器 は採用すべ き で はな い 」 とい われ て きた 。
ハ ワ イ に 出喜 した特殊潜航

艇も 「収容の 見込が な ければ特殊潜航艇を 出すの はや め て もよ い 」
（武田五 郎）

と され た。 こ の

よ うな伝統を み る と 、 今次 の 戦争に 「特別攻喜隊」戦法が採用 され た こ とは 、 極あ て 異例

の こ と で あ り、 日本 の 立場が お しつ め られ たか らと考え られ る 。 「もと も と 、 戦争を は じ

め たこ と自体が不合理な こ とだ っ た の だか ら」
C56）

、 戦局が最悪 の 状態に 近 づ くと不 合理 な

思考と活動が お こ るの で ある
。

しか し、 如何に 日本が危局 に追い っ め られ た と い っ て も、

將来有為 の 青少年を死地 に追 い や っ た こ との責任 は きび しく問わ なけれ ばな らな い
。

昭和20年 4 月12日朝勲 に 薫る九州 の ○○基地に て 神風昭和特別攻宙隊員に 任命され ま

した 。 12日即 日待機出喜を待ちま したが敵現れず 、 明け て 本13日愈々 出喜で あ ります。

大正 12年に こ の 世 に生 を受 け、 二 十有余年 の 月 日は將 に今 日の 一喜 の 為に 費 さるべ く

過 された もの と信 じます…
。 心身壮快生 も無 ければ死 もな い 。 淡 々 た る気持 ちで す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柏倉　繁次郎
｛5T）

（両親宛の 絶筆）
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（7）暗号 　哨戒 と偵察

　日本 の 暗号は、大正 11 （1922）年 の ワ シ ン ト ン 会議 に おい て 外交暗号 が解読され て 以来、

被解読 の 不名誉を つ づ けて きた 。 「ブ ラ ッ ク ・チ ェ ン バ 」 （昭和 6年 8 月大阪毎 日新聞社訳）

の 著者 ハ ーバ ー ト ・ オ ・ ヤ
ー ド リは、米陸軍 の 暗号課で 日本を は じめ西欧諸国の 暗号を解

読 し、16年間活動 をっ づ け、陸軍長官か ら賞勲章 を うけて い る。 そ の 後、 ロ シ ア か らの 移

民 ウ ィ リア ム ・
フ リー ドマ ン （米国式に改名）は米陸軍省の 暗号課におい て 、19名の 部下

と共 に
、 日本の 97式欧文印字機 （暗号機械、外務省主用）の 模造機を完成 した 。 こ の 業績

に対 して 、 米国の 政府と議会は 、 最高 の 栄誉賞を贈 り、議会 は功労金 10万 ド ル を贈 っ た 。

模造機 は 8台 っ くられたが 、
ハ ワ イ に は送 られ なか っ た 。 12月 7 日 （ワ シ ン ト ン 時間）午

前10時ごろ大統領と国務長官は 日本 の 長文 の 通告文の 翻訳 （解読文）を読み 「こ れ は戦争

だ」 と叫ん だ と い う。

　米大平洋艦隊長官C ・ニ ミ ッ ッ は 「米 国は 、 日本 の 暗号電報 を解読 で きた の で 、 日本 の

計画に関す る情報 は きわ め て 完全で あ っ た」 と述 べ て い る 。 日本海軍 は 、軍令部特務班第

2課 に英文科出身者な ど約 20名の 予備士官を集め て 、 米海軍常用の ス トリ ッ プサ イ フ ァ
ー

の解読 に努力 したが、 っ い に成功 しなか っ た 。

　高木惣吉に よ る と、 昭和 19年 2月 17・18日 「不覚 に も哨戒偵察飛行 に手抜 か りが あ り」

ト ラ ッ ク 島は米軍の 大空襲 を うけ、 甚大な損害を うけ 、 中枢基地 と して の 機能を失 っ た 。

海軍 は 、 「開戦以 来、 再三 再四 の 失敗に も拘 らず哨戒偵察に 注意が た らず イ ン ド洋 、 ミ ッ

ドウ ェ
ー南太平洋 の 各海戦 こ とごと く牽敵をは ぶ い て 斗われた」（高木 、

P103） とい う。

敗戦の 重大 な原因の ひ とっ が こ こ に も存 して い る 。

  海軍
一

家意識

　海軍は 、 海上生活者の集団で ある 。 軍艦 に 乘 っ て 生活 を共 に す るか ら、 上下左右の 間に

親 しい 人間的関係が生れ るが 、 同時に き び しい 階級の 壁が 存在 し た
。 指揮権の 継承 に つ い

て は 、 「軍令承行令」第 1條は 、 「軍令は將校官階の 上下 、 任官 の 先後に よ り、順次之 を承

行す」と規定さ れて い る 。 同級者で も、 下位の 者 は 、 上位者の 指揮 に服す る 。 あ る特務大

尉 の 意見 「海軍は 、 階級制度が きび しす ぎ、 士官 と下士官と の 間に本当に 血が通 っ て い た

か ど うか 、 す こ ぶ る疑わ しい 」
（SS ）

と、 そ こ を ま とめた の は 、
シ ン ボ ル の 操作、 軍艦 マ

ーチ

と軍艦旗 とで あ っ た ろ う。

　海軍 の 人事行政は、海軍一家意識 をそ だ て 上 げた よ うに 思われ る 。 中沢人事局長
（59）

の 記

録に よ ると（1晦 軍軍人の 進級補職は 、 海軍大臣の 專権事項で あ っ たこ と、 海軍次官 、 軍令

部次長 は関与 しな い 、   先任 の 陸軍 中將 を追 い 越 して 大將に 奏請 しな い
、 （3）各ク ラ ス （各

期） の ク ラ ス ヘ ッ ド （首席） は や むを得 な い 事情が あ る場合の ほか 変更 しな い
、 （4）同期 の

士官は 、 現役中 、
二 階級以内に在 らしめ る 。 先頭の もの を大佐 に進級す る とき後尾 の もの

は 中佐 とす る 、 少佐で 現役に い る もの がない よ うに す る、戦時中は、三 階級に広げ られた、

  生徒出身士官 （海兵 、 海機 、 海経校）は 、 特に 勤務不良か 、ま た は士官た る素質に欠 け

る と こ ろが ない 限り 、 健康で あれば 、 大佐 まで 進級 させ る 。 （4）と  と は 、 まさ に海軍一家

の 姿を示 して い る 。 戦時中に は不都合な点 あり改正 され て い る 。

結　　語

1．イ ン ド系英人 の 物理学者サ イ モ ン ・ シ ン は、「第一次大戦 は化学者の 戦争 、 第二 次

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Melsel 　unlverslty

32 明星大学研 究紀要
一
人文学 部

一 Na4ユ

大戦は 、 物理 学者の 戦争、も し起 るとすれば第三次大戦 は数学者の 戦争に なるだ ろ う」 と

述 べ た 。 林三 郎 （林三 郎、P191）は 「国防科学の 貧困」 の 状況 を 指摘 し 、 国民 の 科学的

水準 の 余 り高 くな い とこ ろ に 、 国家発展の 道は な い こ とを説い た
。

　 2．ガ ダ ル カ ナ ル 島の 争奪 、 ソ ロ モ ン 方面 の戦斗 は 日米 の 激戦の 出発点で あ っ た 。 そ し

て 、三 っ の 海戦
一
昭和17年 6 月の ミ ッ ドウ ェ

ー
海戦、 昭和 19年 6月 の マ リア ナ沖海戦、 同

年10月 の フ ィ リ ピ ン 沖海戦 、 が 日米間 の太平洋 に お ける戦斗を最終 的に 決定 した 。

　 3．司馬遼太郎は 、 三 浦半島視察記 の なか で 、 「海軍はそ の 消滅ま で 、 陸軍 の よ うに 精

神訓話を しな い と こ ろだ っ た」 と い う （週間朝 日 、 95年 9月 1 日号）。 確 に 、 そ こ に は 、

科学的で 経驗 的な精神 と訓練 は あ っ た 。 しか し、そ れで も慎重で 合理 的な米国人 の 精神に

は勝て なか っ た。

　 4．ハ ワ イ攻喜の 際は機密が きび し く守 られ たが 、 そ の後次第に ル ーズ に な っ た 。 「日

本人 は相互親密 の程度 を表 すの に 、機密漏洩の 多少を も っ て す る」 とい われ る所以 で あ る。

　 5．貧 しい海軍予算 の 処理 に当 っ て 、 艦隊決戦をめ ざ して の 軍艦 の 建造 （物的戦力） に

重点が向け られ て （80％）、 人的戦力は立遅れ の ま まで あ っ た （20％）。 士官搭乘員 の 不足

（下士官兵85％ 、 士官 15％）、 中堅士官の 不足な どは急速養成が不可能で あ っ て 、 人的戦 力

に欠陥を も っ た ま ま戦争に突入 した 。

　 6。日本海軍 は 、 戦術 、 術科的な研究 に は 熱心 で あ る が 、 戦略的研究 に は関心 が薄い 風

習が あ っ た 。 （戦史叢書43巻 、 「ミ ッ ド ウ ェ
ー海戦」。 P621）飛行機の 有用性 は認 め られ た

が 、 「戦艦主兵の 思想」 は容易 に改 め られ な か っ た 。
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（5）「杉山 メ モ 」 （上） P306
  「杉山 メ モ 」 （上） P416
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